
清
掃
人
権
交
流
会

清
掃
人
権
交
流
会

清
掃
人
権
交
流
会

清
掃
人
権
交
流
会

清
掃
人
権
交
流
会

清
掃
人
権
交
流
会

東
京
清
掃
労
働
組
合
と
清
掃
・
人
権
交
流
会
は

東
洋
大
学
社
会
学
部
で
交
流
授
業
を
行

な
っ
て
き
ま
し
た
。
昨
年
１０
月
に
行
な
わ
れ
た
授
業
の
一
部
抜
粋
し
た
も
の
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
と
し

て
制
作
し
、
各
支
部
に
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
東
京
清
掃
労
働
組
合
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
「
中
央
執
行
委
員
会
資
料
」
の
な
か
の
３
月
１８
日
付
の
第
１６
回
中
央
執
行
委
員
会
、

「
共
闘
部
報
告
別
冊
」
で
学
生
か
ら
の
感
想
文
等
が
見
る
こ
と
で
き
ま
す
。

こ
の
間
の
一
連
の
経
過
に
つ
い
て
清
掃
・
人
権
交
流
会
の
事
務
局
員
で
あ
る
、
松
永
本
部

中
執
に
報
告
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
以
下
が
報
告
で
す
。

「
新
し
い
出
会
い
」

〜
東
洋
大
学
で
の
交
流
授
業
〜

昨
年
１０
月
、
２
日
か
ら
２３
日

ま
で
の
毎
週
金
曜
日
の
計
４

回
、
文
京
区
に
あ
る
東
洋
大
学

キ
ャ
ン
パ
ス
の
、
社
会
学
部
・

社
会
文
化
計
画
論
の
ゼ
ミ
の
中

で
、
東
京
清
掃
労
働
組
合
と
、

清
掃
・
人
権
交
流
会
の
メ
ン
バ

ー
と
で
、
こ
の
社
会
文
化
計
画

論
を
学
ぶ
、
学
生
の
皆
さ
ん
と
、

交
流
授
業
を
お
こ
な
う
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

▼
き
っ
か
け
▲

社
団
法
人
東
京
部
落
解
放
研

究
所
が
主
催
す
る
「
イ
ン
ド
子

ど
も
人
権
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
」

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
ツ
ア
ー
は
、
今
も
イ
ン
ド

社
会
に
は
び
こ
る
「
カ
ー
ス
ト

制
度
」
に
よ
っ
て
厳
し
い
差
別

を
受
け
て
い
る
ダ
リ
ッ
ト
の
仲

間
た
ち
と
の
文
化
交
流
と
、
学

習
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

現
地
で
弁
護
士
と
し
て
活
動

し
て
い
る
、
エ
リ
ー
・
キ
ャ
ロ

リ
ン
さ
ん
を
中
心
と
し
た
「
ダ

リ
ッ
ト
文
化
協
力
協
会
」
と
連

携
を
と
り
な
が
ら
、
東
京
清
掃

労
働
組
合
、
清
掃
・
人
権
交
流

会
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
２

０
０
５
年
か
ら
参
加
し
て
い
ま

し
た
。

▼
旅
の
途
中
で
…
▲

私
自
身
は
、
２
０
０
７
年
の

第
三
回
、
２
０
０
８
年
の
第
四

回
と
、
続
け
て
こ
の
ス
タ
デ
ィ

ツ
ア
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。

２
０
０
８
年
の
第
四
回
の
ツ

ア
ー
の
中
で
、
同
じ
参
加
メ
ン

バ
ー
の
金

秦
泳
さ
ん
（
集
合

写
真

前
列
左
か
ら
二
人
目
が

金
教
授
。
当
時
、
東
洋
大
学
社

会
学
部

准
教
授
。
現
在
は
教

授
）
と
知
り
合
い
ま
し
た
。

カ
ー
ス
ト
制
度
の
中
で
ダ
リ

ッ
ト
（
不
可
触
民
）
と
呼
ば
れ

て
い
る
人
々
は
、
日
常
的
に
様
々

な
差
別
を
受
け
、
清
掃
労
働
の

仕
事
も
し
て
い
ま
す
。
旅
の
中

で
金
先
生
と
お
互
い
の
仕
事
の

話
を
し
、
簡
単
な
清
掃
事
業
の

歴
史
や
、
今
も
職
場
に
あ
る
差

別
の
実
態
な
ど
を
伝
え
る
と
、

是
非
、
授
業
に
参
加
し
て
、
若

い
学
生
た
ち
に
話
し
を
し
て
ほ

し
い
と
誘
っ
て
い
た
だ
け
ま
し

た
。

▼
戸
惑
い
と
準
備
▲

早
速
、
清
掃
・
人
権
交
流
会

の
中
で
準
備
を
始
め
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
が
、
大
学
に
赴
い

て
授
業
を
す
る
と
い
う
、
初
め

て
の
試
み
と
、
１０
代
後
半
か
ら

２０
歳
そ
こ
そ
こ
の
若
い
世
代
と

の
、
大
げ
さ
に
言
え
ば
ジ
ェ
ネ

レ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ッ
プ
の
よ
う

な
も
の
を
意
識
し
て
し
ま
っ

て
、
始
め
の
う
ち
は
戸
惑
い
を

隠
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

清
掃
・
人
権
交
流
会
の
メ
ン

バ
ー
と
、
金
先
生
と
で
、
幾
度
も

す
り
合
わ
せ
を
お
こ
な
い
な
が

ら
、
資
料
な
ど
を
整
え
、
授
業
を

迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

▼
２
０
０
８
年

第
一
回
▲

こ
の
と
き
は
、
９０
分
の
一
コ

マ
分
の
時
間
を
使
っ
て
の
交
流

授
業
と
な
り
ま
し
た
。
限
ら
れ

た
時
間
の
中
で
、
清
掃
事
業
の

歴
史
、
仕
事
の
内
容
、
職
業
差

別
の
実
態
な
ど
を
、
故
逸
見
俊

介
さ
ん
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
な
り
、
時
間
が
足
り
な
く
な

る
ほ
ど
充
実
し
た
も
の
と
な
り

ま
し
た
。

同
時
に
課
題
も
浮
か
び
上
が

り
、
次
年
度
は
是
非
、
シ
リ
ー

ズ
化
さ
せ
て
交
流
を
続
け
て
い

こ
う
と
い
う
流
れ
に
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。

▼
２
０
０
９
年

第
二
回
▲

第
一
回
の
と
き
に
得
る
こ
と

が
で
き
た
も
の
と
、
課
題
の
経

過
を
踏
ま
え
て
、
今
回
の
交
流

授
業
は
１０
月
の
毎
週
金
曜
日
、

計
４
回
の
時
間
を
い
た
だ
き
、

以
下
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で

お
こ
な
い
ま
し
た
。

①

１０
月
２
日

「
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

「
年
始
め
ご
み
収
集
大
作
戦
」（
２
０
０
７
年
２
月
）

②

１０
月
９
日

テ
ー
マ
「
清
掃
・
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
っ
て
ど
ん
な
仕
事
？
」

東
京
２３
区
の
清
掃
事
業
の
歴
史

（
押
田
五
郎
）

③

１０
月
１６
日

テ
ー
マ
「
清
掃
・
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
の
現
場
で
働
い
て
」

清
掃
職
場
で

女
性
が
働
く
こ
と（

綱
川
恵
子
）

④

１０
月
２３
日

テ
ー
マ
「
清
掃
と
い
う
仕
事
へ
の
差
別
と
実
態
」

受
講
し
て
い
る
生
徒
さ
ん
た

ち
と
、
授
業
の
中
で
直
接
対
話

す
る
こ
と
は
、
時
間
の
関
係
も

あ
っ
て
、
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
金
先
生
か
ら
聞
か

せ
て
い
た
だ
い
た
話
で
は
、「
今

回
の
授
業
を
通
し
て
、
そ
れ
ま

で
は
「
ご
み
を
収
集
す
る
人
」

と
い
う
見
方
で
し
か
捉
え
ら
れ

な
か
っ
た
が
、
ど
ん
な
気
持
ち

で
働
い
て
い
る
の
か
を
知
る
こ

と
が
で
き
た
し
、
伝
え
た
い
こ

と
も
伝
わ
る
。
」「
身
近
で
あ
り

な
が
ら
、
あ
ま
り
目
を
向
け
た

こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
新
鮮
で

し
た
。
」「
仕
事
に
熱
く
誇
り
を

持
っ
て
い
る
こ
と
が
、
同
じ
女

性
と
し
て
素
敵
だ
と
思
い
ま
し

た
。
」
な
ど
、
多
く
の
生
徒
さ

ん
か
ら
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
そ

う
で
す
。

収
集
の
仕
事

（
張
替
一
茂
）

環
境
学
習
・

ふ
れ
あ
い
作
業
と
は

（
大
平
直
樹
）

運
搬
の
仕
事

（
藤
宮

悟
）

清
掃
職
場
で
働
く
こ
と

過
去
と
今
の
自
分（

長
妻
芳
典
）
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今
年
も
充
実
し
た
交
流
授
業

が
出
来
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

次
回
は
、
対
話
し
な
が
ら
進
め

て
い
く
形
も
良
い
の
で
は
、
と

い
う
意
見
も
出
て
い
ま
す
。

職
場
で
の
差
別
に
抗
し
て

（
西
野

勇
）

下
請
の
現
状

（
葛
飾
・
足
立
清
掃
工
場
差
別
落
書
き
事
件
を
受
け
て
）

（
田
辺
義
人
）

▼
今
後
に
向
け
て
▲

第
二
回
の
交
流
授
業
と
な
っ

た
今
回
は
、
Ｌ
ａ
ｂ
ｏ
ｒ
Ｎ
ｏ

ｗ
に
映
像
製
作
を
依
頼
し
、
２０

分
ほ
ど
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

映
像
を
残
し
ま
し
た
。

全
４
回
の
交
流
授
業
か
ら
の

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
で
、
１６
日
の

授
業
を
メ
イ
ン
に
製
作
し
て
い

ま
す
。
各
支
部
に
一
枚
ず
つ
配

布
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
、

観
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

始
ま
り
は
、
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア

ー
で
の
金
先
生
と
の
出
会
い
で

し
た
。
そ
れ
が
こ
の
二
年
い
だ

に
、
交
流
授
業
と
い
う
形
で
、

東
京
清
掃
本
部
、
清
掃
・
人
権

交
流
会
の
多
く
の
仲
間
が
集
い

ま
し
た
。
そ
し
て
授
業
を
通
し

て
た
く
さ
ん
の
生
徒
さ
ん
た
ち

と
交
流
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

私
た
ち
は
、
普
段
は
日
々
の

仕
事
の
中
で
、
清
掃
リ
サ
イ
ク

ル
事
業
の
重
要
性
を
、
区
民
の

皆
さ
ん
に
対
す
る
周
知
・
啓
発

と
い
う
形
で
そ
れ
ぞ
れ
が
お
こ

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

一
方
で
、
労
働
組
合
と
い
う

組
織
と
運
動
を
通
し
て
、
今
回

の
よ
う
な
人
と
人
と
の
出
会
い

と
つ
な
が
り
が
出
来
た
こ
と

は
、
こ
れ
も
ま
た
清
掃
リ
サ
イ

ク
ル
事
業
で
働
く
私
た
ち
に
と

っ
て
大
切
な
糧
と
な
り
ま
し
た
。

す
で
に
、
今
年
の
交
流
授
業

の
打
ち
合
わ
せ
も
始
ま
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。

一
層
充
実
し
た
交
流
授
業
が

実
現
出
来
る
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
他
の
大
学
や
教
育

機
関
な
ど
へ
の
広
が
り
へ
と
つ

な
げ
て
い
け
れ
ば
と
も
考
え
て

い
ま
す
。

清
掃
・
人
権
交
流
会
へ
の
参

加
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
松
永
公
爾
）

今後の主な日程
メ
ー
デ
ー
学
習
会

４
月
２０
日
（
火
）

１７：

３０
〜

Ｓ
Ｋ
プ
ラ
ザ

地
下
ホ
ー
ル

講
師

「
月
刊
労
働
組
合
」
編
集
長

松
上

隆
明

氏

第
８１
回
中
央
メ
ー
デ
ー

４
月
２９
日
（
木
）

８：

００
（
集
合
）

明
治
公
園

代
々
木
公
園
ま
で
デ
モ
を
行
な
い
ま
す
。

第
８１
回
日
比
谷
メ
ー
デ
ー

５
月
１
日
（
土
）

９：

００
（
集
合
）

日
比
谷
野
外
音
楽
堂

２００９年
中央メーデー
日比谷メーデー

昨
年

この号が各支部につく頃は今年度最初の賃

金日あたりになっているだろうか。昨年の賃

金確定闘争でわが組合の最大の獲得目標であ

った「現給保障額表からの脱却」を一定達成

され、ここ２年の昇給、昇格が反映された賃

金になって少しは「手取り」が増えた方もい

るのではないかと思われるが、目標は達成さ

れたが、まだ不十分な点もある。また実現さ

れてない要求もある。▲今号で昨年の賃金闘

争総括、今年度の本部要求等を掲載した。今

後各支部で昨年の賃金確定の問題点、課題等

を出し合い、本部要求を豊富化し、各支部で

要求を積み上げていただきたい。▲今年度の

賃金確定闘争が始動した。秋冬中心の闘いの

ように思われがちだが、昨年は５月に、不当

な夏の一時金引下げの提案がされた。▲取り

巻く状況は好転していないなか、今年度も厳

しい闘いが予想される。職場の切実な要求を

皆で議論して、一人一人のものとして要求実

現まで闘い抜こう

教宣部長 坂本 浩明
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